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海外派遣プログラム海外派遣プログラム
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主催：JICA沖縄　 運営：株式会社うなぁ沖縄 　後援：沖縄県教育委員会

2025年6月 ～ 2026年1月
　・沖縄県内でのワークショップ５回（事前事後）
　・海外派遣（7月27日～8月7日）
　・ボリビアからの学生との交流会、報告会を予定

【実施期間】

【目       的】 沖縄移民の歴史を次世代へ継承し、ウチナーネットワークの絆を強化する

海外派遣・交流では、参加者がボリビア・沖縄移住
地で文化交流を行い、戦後ボリビアに移り住み生き
続ける人々、そしてその歴史を受け継ぐ人々との対
話を行います。

ボリビア移民をテーマに、現地で集めた写真や素
材を活用し、自身の体験や感じたことを踏まえ
て、仲間と共に学校や地域で発信していきます。

プ ロ グ ラ ム の 概 要

① 学びを深める① 学びを深める  
― 「歴史を知ることが、未来を創る」―― 「歴史を知ることが、未来を創る」―

　　応募にあたっての注意事項等　　

・参加者として決定された場合においても、他の参加者の妨げになると判断された方、また、
　定められた活動に参加できない方は、プログラム対象者としての資格を失うことがあります。

・ボリビアおよび沖縄移民の歴史について、応募前に自分なりに情報を調べ、知見を深めるこ
　とを推奨します。

◆  一般社団法人日本ボリビア協会：https://nipponbolivia.org/

◆  オキナワボリビア歴史資料館：https://jommdms.jica.go.jp/fmp/okinawabolivia/map/

◆  沖縄県公文書館「あの日の沖縄」：https://www.archives.pref.okinawa.jp/news/that_day

事前ワークショップ（WS）では、沖縄の移民の歴
史を学び、現代におけるウチナーネットワークの意
義を深く学びます。

② 体験と共創② 体験と共創  
― 「ウチナーンチュの心を体感し、共に未来を築く」―― 「ウチナーンチュの心を体感し、共に未来を築く」―

③ 発信と継承③ 発信と継承  
― 「学んだことを地域や次世代につなぐ」―― 「学んだことを地域や次世代につなぐ」―

応募についてのお問い合わせ：
株式会社うなぁ沖縄（担当：國吉、長嶺）

　 電話：050-3000-7492      Email: niwa@unaa-okinawa.com

※日程変更の可能性あり

https://nipponbolivia.org/
https://jommdms.jica.go.jp/fmp/okinawabolivia/map/
https://www.archives.pref.okinawa.jp/news/that_day


日程 場所 内容（一部）

2025年
 6月7日（土）

第1回
事前WS

JICA沖縄

・パスポート取得等派遣詳細連絡
  （保護者同席）
・チームビルディング
・披露する伝統芸能決定

2025年
7月12日

13日（土・日）

第2・3回
 事前WS

両日
JICA沖縄

・「ボリビアに学ぶ教材」体験
・ボリビア側とオンラインでの顔合わせ
・伝統芸能練習

2025年
 7月27日(日）

～
 8月7日（木）

海外派遣
ボリビア
多民族国

・沖縄移住地の現地視察
・青年海外協力隊員活動訪問
・第一日ボ校との交流、ホームステイ
・交流イベント
・報告会のための情報収集

2025年
  8月13日（水）

第1回
事後WS

JICA沖縄
・海外派遣の振り返り
・教材の準備、資料の整理、発表準備
・第一日ボ校との交流準備

2025年
 9月7日（日）

第2回
事後WS

　
JICA沖縄

    

・教員・学生の作成した教材の一般向け発表会、
　体験会
・第一日ボ校との交流準備

2025年
10月

～
11月

第一日ボ校
との交流会

沖縄県内
（本島）

・文化交流イベント、各所訪問

2026年
 1月10日（土）

報告会 JICA沖縄
・ボリビアオキナワについて、移民の歴史
・ボリビア県系人の母県沖縄への想い
・活動報告

JICA沖縄センター所在地：沖縄県浦添市字前田1143-1
https://www.jica.go.jp/domestic/okinawa/office/access.html

プ ロ グ ラ ム ス ケ ジ ュ ー ル

※原則として事前・事後ワークショップ（以下WS)は各回半日程度（午後）を予定、内容や日程は変更可能性あり

応 募 要 件

参 加 費 用

募集人数・応募方法・選考の流れ

① 沖縄県の国公立・私立高等学校に在籍する生徒（高校生）
　 または、沖縄県の国公立・私立大学に在籍する学生（大学生）
② 本プログラムの趣旨・目的を十分に理解し、国内で実施されるワークショップ(WS)、交流会、
報告会に全日程参加可能であること
③ 沖縄の文化・歴史・人々の想いなど、沖縄を伝えるメッセンジャーとして活動していきたい
 　という意思のある方
④ プログラムで得た知見を、継続的に県内外に発信、共有する意思がある方
 　（SNS、対面発信）
⑤ 自律して考え、行動でき、かつ、集団で行動するにあたり規律やルールを守れる方
⑥ 心身ともに健康で異文化適応力のある方
⑦ 過去にJICAの事業を通して海外に派遣されたことがない方
⑧ プログラム中に撮影された映像や写真の各種メディアでの使用に同意する方

応募はこちらから

以下の条件をすべて満たす方

  参加者個人負担  

・事前事後WS中の食費
・パスポート取得費用
・任意の予防接種代
・海外派遣中の観光地等入場料
・追加保険の掛け金等（必要に応じて）
・その他雑費 

  JICA負担  

・海外派遣への往復渡航費
・海外旅行保険
・海外旅行雑費（空港使用料等）
・プログラムに必要な沖縄本島内での
    交通費、離島参加者の沖縄本島への
　往復渡航費、宿泊費

【募集人数】
９名（高校生・大学生合計）

【応募方法】
方法１：QRコードから応募フォームをダウンロードし、
　　　　送付先アドレスまで 5/13(火) 午前12時 までに送付

【選考の流れ】
5月13日 応募締め切り 
5月13日～23日 選考実施　
  ※20日～23日の間に書類選考通過者にオンライン面接実施 
5月29日 選考結果通知予定

方法2：各学校に配布された応募フォームに記入し、
　　　  PDF化したファイルを送付先アドレスまで 5/13(火) 午前12時 までに送付

送付先アドレス：niwa@unaa-okinawa.com

https://www.jica.go.jp/domestic/okinawa/office/about.html

